
新
古
今
集
の
版
本
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
松
田
武
夫
氏
が
『
勅
撰
和
歌
集
の
研
究
』

（
注
ｌ
）

に
お
い
て
諸
本
に
言
及
さ
れ
、
そ
の
後
「
新
古
今
和
歌
集
板
本
考
」
に
代
表
さ
れ
る
後

（
注
２
）

藤
重
郎
氏
の
一
連
の
研
究
が
あ
げ
ら
れ
る
。
後
藤
氏
は
所
収
和
歌
の
数
の
相
違
か
ら
諸

本
を
三
十
六
種
に
分
類
さ
れ
、
各
々
に
つ
い
て
詳
細
な
報
告
を
な
さ
れ
た
。
し
か
し

『
新
古
今
集
』
の
版
本
は
単
に
歌
数
の
増
減
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
近
世
の
出
版
の
事

情
を
視
野
に
入
れ
た
見
直
し
が
必
要
な
時
期
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
先
学
の
成
果
に
導
か

れ
つ
つ
、
後
藤
氏
が
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
覆
刻
・
同
版
・
刷
次
と
い
っ
た
問
題
を
も
併

せ
て
各
々
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

前
稿
の
解
題
（
一
）
（
『
調
査
研
究
報
告
』
第
二
六
号
（
平
成
一
八
年
三
月
）
）
で
は
、

慶
長
年
間
の
古
活
字
開
版
か
ら
明
治
二
十
四
年
の
白
楽
圃
版
ま
で
の
近
世
に
お
け
る

『
新
古
今
集
』
版
行
の
お
お
ま
か
な
流
れ
を
示
し
、
古
活
字
版
二
種
と
そ
れ
に
続
く
整

は
じ
め
に

『
新
古
今
和
歌
集
』
版
本
の
基
礎
的
研
究

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
新
古
今
集
』
版
本
お
よ
び
マ
イ
ク
ロ
資
料
解
題
（
三

版
の
大
本
二
十
一
代
集
版
の
成
立
に
つ
い
て
述
べ
た
。
つ
づ
く
本
稿
で
は
館
蔵
版
本
及

び
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
版
種
の
整
理
と
分
類
を
試
み
基
礎
報
告
と
す
る
。
く
わ
え
て
近
世

期
に
一
番
広
く
長
く
流
通
し
た
と
考
え
る
承
応
版
に
つ
い
‐
て
詳
し
く
み
て
み
た
い
。

（
注
１
）
日
本
電
報
通
信
社
一
九
四
四
年
二
月
、
増
補
版
（
バ
ル
ト
ス
社
一
九
八
九
年
）

は
昭
和
一
九
年
刊
の
複
製

（
注
２
）
①
「
新
古
今
和
歌
集
板
本
考
」
名
古
屋
大
学
文
学
部
二
十
周
年
記
念
論
集
一
九
六

八
年
一
二
月

②
「
『
新
古
今
和
歌
集
』
板
本
考
ｌ
玉
の
屋
校
正
本
」
日
本
古
典
文
学
会
ヶ
報
一
二

四
号
一
九
九
三
年
七
月

③
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
（
岩
波
書
店
一
九
九
九
年
三
月
）
「
新
古
今
和
歌

集
の
版
本
」
項

④
『
新
古
今
和
歌
集
研
究
』
第
三
章
風
間
書
房
二
○
○
四
年
二
月
二
二
日

坂
巻
理
恵
子
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ま
ず
前
稿
に
訂
正
を
加
え
た
『
新
古
今
集
』
の
版
種
一
覧
を
あ
げ
る
。
版
式
よ
り
別

版
と
判
断
で
き
る
も
の
を
、
古
活
字
版
二
種
、
整
版
十
四
種
に
分
類
し
た
。
修
訂
の
あ

る
も
の
、
版
元
・
刷
次
の
異
な
る
同
版
等
は
丸
付
き
数
字
で
記
し
て
あ
る
。
ダ
ッ
シ
ュ

は
蔵
版
目
録
の
あ
る
も
の
に
付
け
た
。
並
び
は
概
ね
刷
次
を
考
慮
し
た
つ
も
り
だ
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
詳
細
な
調
査
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

【
古
活
字
版
】

１
．
甲
種
（
十
一
行
）

２
．
乙
種
（
十
行
）

【
整
版
】

３
．
大
本
二
十
一
代
集
版

①
無
刊
記

②
明
暦
元
年
八
尾
勘
兵
衛

③
正
保
四
年
吉
田
四
郎
右
衛
門
尉

４
．
小
本
二
十
一
代
集
版

①
無
刊
記

②
無
刊
記
（
補
版
あ
り
）

②
無
刊
記
（
補
版
あ
り
）
俵
屋
清
兵
衛
歌
書
蔵
版
目
録
付

③
無
刊
年
（
補
版
あ
り
）
出
雲
寺
和
泉
橡

一
、
『
新
古
今
集
』
版
種
一
覧

５
．
承
応
三
年
版

○
承
応
甲
午
仲
春
吉
旦
と
あ
る
も
の

①
承
応
三
年
松
会
市
郎
兵
衛

②
承
応
三
年
中
野
太
郎
左
衛
門

③
承
応
三
年
版
元
な
し

④
無
刊
年
梅
村
弥
右
衛
門

⑤
無
刊
年
中
川
茂
兵
衛

⑥
無
刊
年
伊
丹
屋
茂
兵
衛

⑦
無
刊
年
柏
原
屋
与
左
衛
門

⑦
無
刊
年
柏
原
屋
与
左
衛
門
水
玉
堂
蔵
板
和
歌
連
俳
書
目
付

⑧
無
刊
年
（
別
丁
刊
記
）
天
王
寺
屋
一
郎
兵
衛
水
玉
堂
蔵
板
和
歌
連
俳
書
目
付

⑨
無
刊
年
（
別
丁
刊
記
）
象
牙
屋
治
郎
兵
衛
ほ
か
五
書
騨

⑩
無
刊
年
（
別
丁
刊
記
）
（
見
返
し
／
改
正
古
仮
名
／
文
渕
堂
）
敦
賀
屋
為
七

⑪
無
刊
年
（
別
丁
刊
記
）
（
見
返
し
／
改
正
古
仮
名
／
明
玉
堂
）
岡
本
仙
助
《
明

治
》

⑫
無
刊
年
（
別
丁
刊
記
）
（
見
返
し
／
改
正
古
仮
名
／
嵩
山
堂
）
和
漢
書
籍
出
版

所
《
明
治
》

⑬
無
刊
年
（
別
丁
刊
記
）
（
見
返
し
／
改
正
古
仮
名
／
嵩
山
堂
）
和
漢
書
籍
発
免

所
《
明
治
》

６
．
延
宝
二
年
版

７
．
［
延
宝
二
年
］
文
化
元
年
補
刻
版
（
覆
刻
）

①
文
化
元
年
植
村
藤
右
衛
門
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②
無
刊
年
文
拡
堂

ｎ
．
正
徳
三
年
版

①
正
徳
三
年
柏
屋
四
郎
兵
衛

②
無
刊
年
須
原
屋
茂
兵
衛
勝
村
治
右
衛
門

③
無
刊
記
．

吃
．
寛
政
六
年
版
植
村
錦
山
堂
〈
特
小
本
〉

昭
．
寛
政
十
一
年
版
（
菅
原
快
晃
執
筆
）

①
寛
政
十
一
年
前
川
六
左
衛
門
ほ
か
二
書
騨

②
無
刊
年
岡
田
屋
嘉
七

③
無
刊
年
岡
田
屋
嘉
七
ほ
か
五
書
騨

④
［
寛
政
十
一
年
発
行
］
文
政
五
年
補
刻
山
田
佐
助
ほ
か
二
書
騨

９
．
元
禄
二
年
版
（
系
図

皿
．
元
禄
九
年
版
（
系
図

①
元
禄
九
年
文
拡
堂

９
．
元
禄
二
年
版
（
系
図
絵
入
）

皿
．
元
禄
九
年
版
（
系
図
絵
入
）

①
文
化
元
年

②
文
化
元
年

②
文
化
元
年

８
．
貞
享
二
年
版

①
無
刊
記

②
貞
享
二
年

③
貞
享
二
年

④
〔
無
刊
記
〕

言
圭
一
年
田
中
庄
兵
衛
中
村
孫
兵
衛

具
享
二
年
田
中
庄
兵
衛

〔
無
刊
記
〕
刊
記
部
分
が
刷
ら
れ
て
い
な
い

植
村
藤
右
衛
門
植
村
藤
右
衛
門
蔵
板
詩
学
書
目
録
付

佐
々
木
惣
四
郎
ほ
か
二
書
騨

佐
々
木
惣
四
郎
ほ
か
二
書
騨
尚
書
堂
蔵
版
書
目
付

天
王
講
会

こ
れ
よ
り
マ
イ
ク
ロ
／
デ
ジ
タ
ル
資
料
・
和
古
書
所
蔵
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
あ
る

（
注
３
）

『
新
古
今
集
』
刊
本
一
五
六
件
（
二
○
○
七
年
一
二
月
現
在
）
を
対
象
に
版
種
の
整
理

と
分
類
を
試
み
基
礎
報
告
と
す
る
。

＊
印
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
写
本
と
あ
る
が
刊
本
（
石
澤
一
志
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）
、

よ
っ
て
こ
れ
に
加
え
た
。

記
述
の
様
式
は
以
下
の
と
お
り
。

・
前
記
『
新
古
今
集
』
版
種
一
覧
の
順
に
該
当
す
る
デ
ー
タ
を
▲
で
列
挙
す
る
。
該

当
す
る
デ
ー
タ
が
資
料
館
に
な
い
場
合
は
「
△
所
蔵
な
し
」
と
し
た
。

・
資
料
館
フ
ィ
ル
ム
請
求
番
号
／
紙
焼
写
真
請
求
番
号
、
所
蔵
者
名
（
略
称
）
、
冊

数
、
備
考
（
残
欠
状
況
等
）
を
記
す
。

・
４
．
の
小
本
二
十
一
代
集
版
に
は
料
紙
の
大
き
さ
に
よ
り
中
本
、
小
本
二
種
が
あ

な
お
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
Ｍ
・
嘉
永
五
年
版
は
内
閣
文
庫
蔵
昌
平
坂
学
問

所
本
一
本
が
あ
る
の
み
、
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
資
料
中
に
も
見
出
せ
な
い
。
ま
た
、
５
．

、
１

玉
の
屋
校
正
本
は
後
藤
氏
の
報
告
（
注
２
の
②
）
に
あ
る
孤
本
で
、
未
見
の
た
め
氏
の

著
述
か
ら
推
察
す
る
に
両
版
は
同
版
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

161514
●●●二

、
館
蔵
版
本
及
び
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
整
理
と
分
類

嘉
永
五
年
版

玉
の
屋
校
正
本

明
治
二
十
四
年
版
白
楽
圃
江
島
伊
兵
衛
〈
特
小
本
〉
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版
種
一
覧
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
『
新
古
今
集
』
版
本
に
は
無
刊
記
、
無
刊
年
の
も

の
が
多
い
。
そ
の
た
め
『
国
書
総
目
録
』
を
み
る
の
と
同
様
で
、
今
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
情
報
だ
け
で
は
、
版
元
が
わ
か
っ
て
も
版
種
が
確
定
で
き
な
い
し
、
ど
の
版
の
い
つ

刷
ら
れ
た
も
の
な
の
か
ま
る
で
見
当
が
つ
か
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

【
整
版
】

３
．
大
本
二
十
一
代
集
版

①
無
刊
記

▲
ァ
２
１
２
８
１
１
２
～
１
３
国
文
研
二
冊
（
二
十
一
代
集
合
刻
本
）

▲
ァ
２
１
６
１
１
３
～
１
４
国
文
研
二
冊
（
端
本
八
代
集
合
刻
本
）

▲
４
０
１
３
１
１
／
Ｃ
１
７
４
７
三
手
泉
亭
四
冊

▲
３
９
１
８
９
１
２
／
Ｃ
１
９
７
２
三
手
今
井
似
閑
四
冊

【
古
活
字
版
】

１
．
甲
種
（
十
一
行
）

△
所
蔵
な
し

２
．
乙
種
（
十
行
）

▲
２
５
０
１
７
１
２
／
Ｃ
９
３
９
８
九
大
支
子
一
冊
（
端
本
）

▲
な
し
／
Ｃ
１
０
１
７
６
東
洋
文
庫
二
冊

る
。
判
別
で
き
る
も
の
は
こ
れ
も
記
し
た
。

②
明
暦
元
年
八
尾
勘
兵
衛

▲
ア
２
１
１
１
１
１
３
～
１
６
国
文
研
四
冊
（
二
十
一
代
集
合
刻
本
）

▲
９
２
１
４
７
１
１
～
４
国
文
研
懐
風
弄
月
（
コ
ー
１
２
０
１
３
後
藤
重

郎
）
四
冊
（
補
配
本
、
第
一
冊
～
三
冊
は
①
の
無
刊
記
）

▲
５
４
１
１
９
１
７
～
８
国
文
研
松
野
二
冊
（
二
十
一
代
集
合
刻
本
）

▲
３
０
４
１
５
４
１
１
１
８
〔
８
〕
／
Ｃ
１
１
２
８
５
福
井
市
図
四
冊

（
二
十
一
代
集
合
刻
本
）

▲
３
４
１
３
１
０
１
１
／
Ｃ
６
８
３
８
神
宮
文
庫
四
冊

▲
８
１
１
１
１
２
１
６
１
８
〔
３
〕
／
Ｃ
８
３
５
３
佐
賀
県
図
四
冊
（
八

代
集
合
刻
本
）

▲
３
０
４
１
５
２
１
１
／
Ｃ
１
１
２
７
９
福
井
市
図
四
冊

▲
５
５
１
３
０
８
１
２
／
Ｃ
８
４
８
９
陽
明
文
庫
四
冊

▲
５
５
１
３
０
４
１
１
１
８
〔
２
〕
／
Ｃ
８
４
８
３
陽
明
文
庫
四
冊
（
八

代
集
合
刻
本
）

▲
コ
ー
１
２
０
１
２
後
藤
重
郎
四
冊

▲
５
５
１
３
０
１
１
２
１
８
〔
２
〕
／
Ｃ
８
４
８
１
陽
明
文
庫
四
冊
（
八

代
集
合
刻
本
）

▲
９
９
１
３
９
０
１
１
土
佐
山
内
家
宝
資
二
冊
（
端
本
）

▲
コ
ー
１
２
１
１
１
後
藤
重
郎
二
冊
（
端
本
）

▲
コ
ー
１
２
１
１
２
後
藤
重
郎
四
冊

▲
２
２
５
１
１
１
０
１
２
バ
ー
ク
レ
ー
三
井
三
冊
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／

③
正
保
四
年
吉
田
四
郎
右
衛
門
尉

▲
９
０
１
１
３
２
１
５
〔
１
〕
／
Ｃ
６
３
０
２
宮
城
県
図
伊
達
四
冊

▲
２
８
１
１
６
７
１
１
／
Ｃ
１
０
６
８
８
盛
岡
公
民
四
冊

▲
２
８
１
１
１
５
９
１
２
／
Ｃ
１
１
０
５
９
盛
岡
公
民
四
冊

▲
５
５
１
４
４
７
１
１
／
Ｃ
９
４
５
７
陽
明
文
庫
四
冊

▲
３
２
１
１
４
９
１
１
１
８
〔
４
〕
鎌
田
共
済
郷
博
四
冊

▲
コ
ー
１
１
９
１
４
〔
１
〕
後
藤
重
郎
四
冊

▲
２
７
５
１
９
１
１
１
８
金
城
学
院
図
四
冊

▲
９
９
１
３
８
９
１
３
土
佐
山
内
宝
資
四
冊

▲
３
０
６
１
１
１
１
１
８
〔
８
〕
宮
城
学
院
女
大
図
四
冊
（
二
十
一
代
集
合

刻
本
）

▲
３
３
０
１
１
２
２
１
１
１
８
長
野
県
短
大
図
四
冊
（
二
十
一
代
集
合
刻

本
）

▲
２
５
７
１
４
８
９
１
５
１
８
大
和
文
華
四
冊
（
二
十
一
代
集
合
刻
本
）

▲
９
８
１
１
２
３
１
１
１
８
〔
８
〕
岐
阜
大
図
四
冊
（
二
十
一
代
集
合
刻
本
）

▲
１
１
１
１
２
４
１
２
祐
徳
稲
荷
中
川
四
冊

▲
１
０
１
６
６
１
２
１
７
〔
７
〕
和
歌
山
大
紀
州
藩
四
冊
（
二
十
一
代
集
合

刻
本
）

＊
▲
７
３
１
３
４
７
１
１
１
８
〔
６
〕
／
Ｃ
９
１
２
３
今
治
市
河
野
美
四
冊

（
二
十
一
代
集
合
刻
本
）

４
．
小
本
二
十
一
代
集
版

①
無
刊
記

▲
ァ
２
１
１
２
１
８
国
文
研
小
一
冊
（
二
十
一
代
集
合
刻
本
）

▲
２
１
９
１
１
１
１
２
１
８
〔
６
〕
／
Ｃ
８
８
３
６
麗
沢
大
田
中
小
一
冊

▲
２
８
１
１
７
９
１
１
１
７
〔
８
〕
／
Ｃ
１
０
７
０
５
盛
岡
公
民
、
小
一
冊

（
二
十
一
代
集
合
刻
本
）

▲
２
６
１
１
４
１
３
１
８
〔
２
〕
／
Ｃ
１
１
６
６
酒
田
光
丘
一
冊
（
八
代

集
合
刻
本
）

▲
２
１
４
１
８
６
１
１
１
８
〔
５
〕
／
Ｃ
８
８
１
５
西
尾
市
岩
瀬
一
冊

（
二
十
一
代
集
合
刻
本
）

▲
２
２
２
１
７
９
１
１
三
原
図
中
一
冊
（
二
十
一
代
集
合
刻
本
）

▲
マ
６
１
１
８
１
１
１
８
〔
６
〕
益
田
家
小
一
冊
（
二
十
一
代
集
合
刻
本
）

▲
３
２
４
１
１
６
５
１
２
１
８
新
潟
大
佐
野
中
一
冊
（
二
十
一
代
集
合
刻

本
）

▲
４
８
１
１
０
７
１
２
１
８
〔
２
〕
蓬
左
文
庫
中
一
冊
（
八
代
集
合
刻
本
）

▲
９
１
１
１
０
４
１
１
１
８
〔
２
〕
鹿
児
島
大
玉
里
小
一
冊
（
八
代
集
合
刻

本
）

▲
９
９
１
１
５
７
１
１
１
２
〔
６
〕
土
佐
山
内
宝
資
中
一
冊
（
二
十
一
代
集

合
刻
本
）

▲
５
５
１
３
０
９
１
２
１
８
〔
６
〕
／
Ｃ
８
４
９
３
陽
明
文
庫
中
一
冊

（
二
十
一
代
集
合
刻
本
）

（
二
十
一
代
集
合
刻
本
）
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▲
ア
２
１
７
１
８
国
文
研
中
一
冊
（
二
十
一
代
集
合
刻
本
）

▲
コ
ー
１
５
２
１
２
１
８
〔
７
〕
後
藤
重
郎
中
一
冊
（
二
十
一
代
集
合
刻
本
）

▲
２
７
７
１
１
７
２
１
４
１
８
〔
６
〕
園
部
町
小
出
中
一
冊
（
二
十
一
代
集

合
刻
本
）

▲
３
７
１
８
１
１
２
１
８
〔
６
〕
宣
長
記
念
中
一
冊
（
二
十
一
代
集
合
刻
本
）

▲
５
５
１
３
１
６
１
１
１
８
〔
６
〕
／
Ｃ
８
４
９
４
陽
明
文
庫
小
一
冊

▲
４
９
１
６
２
１
２
１
１
４

本
）

▲
１
６
１
９
１
７
国
文
研
“

中
一
冊
（
八
代
集
合
刻
本
）

▲
２
７
２
１
５
５
１
６
弘
前
図
中
一
冊

▲
８
０
１
１
９
１
１
２
愛
知
教
大
図
中
一
冊

▲
９
１
１
１
２
５
１
１
１
７
〔
７
〕
鹿
児
島
大
玉
里
中
一
冊
（
二
十
一
代
集

▲
８
１
１
１
２
０
１
７
／
Ｃ
８
３
６
３
佐
賀

▲
コ
ー
１
１
９
１
２
後
藤
重
郎
中
一
冊

▲
オ
５
１
３
９
１
３
小
保
内
道
彦
小
一
冊

▲
２
２
９
１
４
３
１
５
１
５
〔
６
〕
鶴
岡
市
郷
資
中
一
冊
（
二
十
一
代
集
合
①
承
応
三
年
松
会
市
郎
兵
衛

▲
２
５
８
１
１
０
２
１
３
臼
杵
図
中
一
冊
（
八
代
集
合
刻
本
か
）

▲
３
３
２
１
２
２
８
１
１
１
８
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
中
一
冊
（
二
十
一
代

合
刻
本
）

集
合
刻
本
）

（
二
十
一
代
集
合
刻
本
）

国
文
研
松
野
（
マ
５
１
６
１
１
０
１
８

〔
７
〕
岩
国
徴
古
中
一
冊
（
二
十
一
代
集
合
刻

佐
賀
県
図

一

冊

〔
２
〕
松
野
陽
一
）

〃

②
無
刊
記
（
補
版
あ
り
）
俵
屋
清
兵
衛
歌
書
蔵
版
目
録
付

▲
２
２
２
１
８
１
１
５
三
原
図
小
四
冊

②
無
刊
記
（
補
版
あ
り
）

▲
ハ
３
１
１
０
１
１
／
Ｃ
１
１
９
０
１
初
瀬
川
文
庫
一
冊
（
八
代
集
合
刻

本
）

▲
コ
ー
１
１
９
１
３
後
藤
重
郎
中
二
冊

▲
８
８
１
１
０
０
１
１
１
２
〔
１
〕
芸
大
図
中
一
冊
（
八
代
集
合
刻
本
）

▲
８
８
１
９
８
１
５
１
８
〔
１
〕
芸
大
図
中
一
冊
（
八
代
集
合
刻
本
）

③
無
刊
年
（
補
版
あ
り
）
出
雲
寺
和
泉
橡

▲
１
２
１
２
４
４
１
１
～
２
国
文
研
初
雁
中
二
冊

５
．
承
応
三
年
版

○
承
応
甲
午
仲
春
吉
旦
と
あ
る
も
の

△
所
蔵
な
し

▲▲

22刻
77本
22、~′

｜’
21

92

43

11
22

弘
前
図
中
一
冊

弘
前
図
中
二
冊
（
端
本
八
代
集
合
刻
本
）
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④
無
刊
年
梅
村
弥
右
衛
門

③
承
応
三
年
版
元
な
し

②
承
応
三
年
中
野
太
郎
左
衛
門

▲
コ
ー
Ｉ
２
５
１
３
後
藤
重
郎
一
冊

▲
３
０
４
１
５
２
１
２
／
Ｃ
１
１
２
８
０
福
井
市
図
四
冊

▲
１
０
１
９
４
１
２
和
歌
山
大
紀
州
藩
四
冊

▲
コ
ー
１
２
７
１
１
後
藤
重
郎
四
冊

▲
コ
ー
１
２
６
１
４
後
藤
重
郎
四
冊

▲
２
５
８
１
３
７
１
２
／
Ｃ
９
７
６
３
臼
杵
図
四
冊

▲
２
２
２
１
８
９
１
１
／
Ｃ
１
２
０
２
５
三
原
図
四

▲
２
５
３
１
９
１
２
／
Ｃ
９
８
８
５
岐
阜
市
図
三
冊

▲
コ
ー
ｌ
２
６
１
２
後
藤
重
郎

▲
コ
ー
ｌ
２
６
１
３
後
藤
重
郎

▲
２
３
９
１
４
１
５
／
Ｃ
９
５
５
６

▲
８
１
１
９
９
１
３
／
Ｃ
８
２
３
９

▲
２
２
５
１
１
１
０
１
１
バ
ー
ク
レ
ー
三
井
四
冊

▲
コ
ー
ｌ
２
５
１
１
後
藤
重
郎
二
冊

▲
コ
ー
ｌ
２
４
１
３
後
藤
重
郎
一
冊
（
合
冊
）

四
冊

一
冊
（
合
一
冊
）

佐
倉
高
鹿
山
二
冊

佐
賀
県
図
四
冊四

冊

三
冊
（
一
、
二
合
冊
）

〃

⑦
無
刊
年
柏
原
屋
与
左
衛
門
水
玉
堂
蔵
板
和
歌
連
俳
書
目
付

▲
コ
ー
１
２
７
１
４
後
藤
重
郎
二
冊

⑨
無
刊
年
（
別
丁
刊
記
）
象
牙
屋
治
郎
兵
衛
ほ
か
五
書
騨

▲
コ
ー
１
２
８
１
１
後
藤
重
郎
二
冊

⑧
無
刊
年
（
別
丁
刊
記
）

▲
コ
ー
１
２
７
１
３

▲
コ
ー
１
２
７
１
２

⑦
無
刊
年
柏
原
屋
与
左
衛
門

▲
夕
２
１
２
４
７
１
１
～
２
国
文
研
二
冊

⑥
無
刊
年
伊
丹
屋
茂
兵
衛

▲
７
３
１
３
０
２
１
３
今
治
市
河
野
美
二
冊

▲
コ
ー
ｌ
２
５
１
４
後
藤
重
郎
二
冊

▲
コ
ー
１
２
５
１
２
後
藤
重
郎
二
冊

⑤
無
刊
年
中
川
茂
兵
衛

▲
８
９
１
１
７
１
１
８
名
古
屋
鶴
舞
図
四
冊

▲
コ
ー
ｌ
２
６
１
１
後
藤
重
郎
二
冊

天
王
寺
屋
一
郎
兵
衛
水
玉
堂
蔵
板
和
歌
連
俳
書
目
付

後
藤
重
郎
二
冊

後
藤
重
郎
二
冊
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⑩
無
刊
年
（
別
丁
刊
記
）
（
見
返
し
／
改
正
古

▲
コ
ー
ｌ
２
８
１
２
後
藤
重
郎
二
冊

⑫
無
刊
年
命

《
明
治
》

⑪
無
刊
年
（
別
丁
刊
記
）
（
見
返
し
／
改
正
古
仮
名
／
明
玉
堂
）
岡
本
仙
助
《
明

⑬
無
刊
年
（
別
丁
刊
記
）
（
見
返
し
／
改
正
古
仮
名
／
嵩
山
堂
）
和
漢
書
籍
発
免
所

《
明
治
》

▲
コ
ー
１
２
８
１
４
後
藤
重
郎
二
冊

▲
オ
５
１
４
３
１
５
小
保
内
道
彦
一
冊
（
上
の
み
の
端
本
、
⑫
か
⑬
）

７
．
［
延
宝
二
年
］
文
化
元
年
補
刻
版
（
覆
刻
）

①
文
化
元
年
植
村
藤
右
衛
門

６
．
延
宝
二
年
版

▲
９
９
１
１
６
９
１
５
土
佐
山
内
宝
資
三
冊
（
端
本
第
三
冊
欠
）

▲
１
６
１
２
８
国
文
研
松
野
一
冊
（
端
本
第
三
・
四
合
一
冊
）

▲
コ
ー
１
２
８
１
３
後
藤
重
郎
二
冊

▲
３
１
１
１
１
５
１
４
熊
本
大
教
育
二
冊

治
一

（
別
丁
刊
記
）
（
見
返
し
／
改
正
古
仮
名
／
嵩
山
堂
）
和
漢
書
籍
出
版
所

（
見
返
し
／
改
正
古
仮
名
／
文
渕
堂
）
敦
賀
屋
為
七

Ｊ

①
文
化
元
年
植
村
藤
右
衛
門

▲
１
２
１
２
４
７
１
１
～
２

〃

②
文
化
元
年
佐
々
木
惣
四
郎
ほ
か
二
書
騨
尚
書
堂
蔵
版
書
目
付

▲
２
７
２
１
５
５
１
７
〔
１
〕
弘
前
図
二
冊

②
文
化
元
年
佐
々
木
惣
四
郎
ほ
か
二
書
騨

▲
３
０
４
１
５
３
１
１
／
Ｃ
１
１
２
８
２

▲
３
３
８
１
１
０
１
１
／
Ｃ
１
２
３
８
９

③
貞
享
二
年
田
中
庄
兵
衛

②
貞
享
二
年
田
中
庄
兵
衛
中
村
孫
兵
衛

▲
３
４
１
３
１
０
１
２
／
Ｃ
６
８
４
１
神
宮
文
庫
四
冊

８
．
貞
享
二
年
版

①
無
刊
記

▲
コ
ー
１
２
２
１
３
〔
１
〕
後
藤
重
郎
二
冊

▲
１
２
１
２
４
５
１
１
～
２
国
文
研
初
雁
二
冊
（
四
冊
本
合
綴
）

▲
５
１
１
１
９
４
１
４
／
Ｃ
７
７
８
４
阪
市
大
森
一
冊
（
合
冊
）

▲
コ
ー
１
２
４
１
２
後
藤
重
郎
二
冊

植
村
藤
右
衛
門
蔵
板
詩
学
書
目
録
付

国
文
研
初
雁
二
冊

福
井
市
図
二
冊

杵
築
図
二
冊
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②
無
刊
年
文
拡
堂

▲
コ
ー
１
２
３
１
３
後
藤
重
郎
一
冊

▲
７
３
１
３
０
３
１
１
今
治
市
河
野
美
二
冊

▲
２
９
８
１
１
０
３
１
１
／
Ｃ
１
２
３
３
９
茨
城
県
歴
史

み
の
端
本
①
か
②
）

Ⅷ
．
元
禄
九
年
版
（
系
図
絵
入
）

①
元
禄
九
年
文
拡
堂

▲
コ
ー
１
２
３
１
２
後
藤
重
郎
二
冊

④
〔
無
刊
記
〕
刊
記
部
分
が
刷
ら
れ
て
い
な
い

▲
２
１
９
１
１
９
１
６
／
Ｃ
８
８
４
５
麗
沢
大
田
中
四
冊

９
．
元
禄
二
年
版
（
系
図
絵
入
）
天
王
講
会

▲
３
０
５
１
７
８
１
１
／
Ｃ
１
０
５
１
１
愛
知
県
大
図

綴
）

▲
５
４
１
２
３
国
文
研
松
野
一
冊
（
端
本
第
三
冊
）

▲
３
７
１
７
２
１
２
宣
長
記
念
四
冊

▲
コ
ー
１
２
２
１
２
後
藤
重
郎
四
冊

▲
２
８
１
１
１
５
９
１
１
／
Ｃ
１
１
０
５
８
盛
岡
公
民
四
冊一

冊
（
四
冊
本
合

一
冊
（
第
一
の

枢
．
寛
政
六
年
版
植
村
錦
山
堂
〈
特
小
本
〉

▲
１
２
１
２
１
９
国
文
研
初
雁
一
冊

③
無
刊
記

▲
７
３
１
３
０
２
１
４
今
治
市
河
野
美
四
冊

▲
２
９
８
１
７
１
１
３
茨
城
県
歴
史
二
冊

▲
コ
ー
ｌ
２
９
１
２
後
藤
重
郎
四
冊

▲
コ
ー
１
２
９
１
３
後
藤
重
郎
二
冊

▲
コ
ー
ｌ
２
９
１
４
後
藤
重
郎
二
冊

▲
コ
ー
１
３
０
１
１
後
藤
重
郎
一
冊
（
合
冊
）

▲
な
し
／
Ｃ
１
０
５
８
１
東
洋
文
庫
一
冊
（
合
冊
）

▲
１
６
１
７
９
１
５
北
海
学
園
北
駕
二
冊

▲
３
０
５
１
７
５
１
２
／
Ｃ
１
０
５
０
９
愛
知
県
大
図
．
二
冊

▲
２
４
４
１
３
５
１
３
／
Ｃ
９
３
２
６
大
阪
女
大
図
二
冊
（
最
終
丁
欠
に

よ
り
刊
記
不
明
、
刷
面
よ
り
推
定
無
刊
記
）

②
無
刊
年
須
原
屋
茂
兵
衛
勝
村
治
右
衛
門

△
所
蔵
な
し

川
・
正
徳
三
年
版

①
正
徳
三
年
柏
屋
四
郎
兵
衛

▲
コ
ー
１
２
９
１
１
後
藤
重
郎
四
冊
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①
寛
政
十
一
年
前
川
六
左
衛
門
ほ
か
二
書
騨

▲
夕
２
１
２
５
９
１
１
～
２
国
文
研
二
冊

▲
２
６
０
１
９
２
１
２
都
中
央
誌
料
四
冊

▲
３
１
１
１
１
５
１
３
熊
本
大
教
育
一
冊

②
無
刊
年
岡
田
屋
嘉
七

▲
２
８
１
１
１
５
８
１
３
／
Ｃ
１
１
０
５
７
盛
岡
公
民
二
冊

渦
．
寛
政
十
一
年
版
（
菅
原
快
晃
執
筆
）

③
無
刊
年
岡
田
屋
嘉
七
ほ
か
五
書
騨

▲
２
８
１
１
１
５
３
１
２
／
Ｃ
１
１
０
４
８
盛
岡
公
民

▲
２
２
４
１
９
０
１
３
／
Ｃ
１
０
７
９
８
熊
本
大
北
岡

▲
コ
ー
１
２
４
１
１
後
藤
重
郎
二
冊

▲
１
６
１
５
６
１
３
北
海
学
園
北
駕
二
冊

④
［
寛
政
十
一
年
発
行
］
文
政
五
年
補
刻
山
田
佐
助

▲
２
０
８
１
１
１
６
１
２
青
森
県
図
工
藤
二
冊

▲
３
３
０
１
６
３
１
３
／
Ｃ
１
２
３
１
４
長
野
県

▲
コ
ー
１
２
３
１
４
後
藤
重
郎
二
冊

▲
１
６
１
６
国
文
研
松
野
一
冊

▲
２
１
０
１
１
７
１
５
１
６
〔
２
〕

船
橋
図
書
誌
一
冊

山
田
佐
助
ほ
か
二
書
騨

一
冊
（
端
本

長
野
県
短
大
図
二
冊

下
一
冊
）

二二

冊冊

こ
の
よ
う
に
一
々
に
資
料
を
整
理
し
て
い
く
と
、
お
お
ま
か
で
は
あ
る
が
近
世
期
の

『
新
古
今
集
』
の
流
通
が
体
系
化
さ
れ
て
く
る
。
諸
本
の
残
存
状
況
も
そ
の
版
の
流
布

Ｍ
・
嘉
永
五
年
版

△
所
蔵
な
し

帽
．
玉
の
屋
校
正
本

△
所
蔵
な
し

帽
．
明
治
二
十
四
年
版
白
楽
圃
江
島
伊
兵
衛
〈
特
小
本
〉

▲
コ
ー
１
１
８
１
１
〔
１
〕
後
藤
重
郎
一
冊
（
合
冊
）

▲
２
０
８
１
１
１
６
１
３
青
森
県
図
工
藤
二
冊

▲
１
２
１
２
４
６
１
１
～
２
国
文
研
初
雁
二
冊

（
注
３
）
こ
の
う
ち
つ
ぎ
の
五
点
は
未
調
査

①
２
６
１
４
０
２
１
４
酒
田
光
丘
一
冊
（
端
本
）

②
３
５
７
１
１
２
３
１
１
１
７
東
大
宗
教
一
冊
（
八
代
集
合
刻
本
）

③
１
－
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｏ
ｌ
２
１
７
祐
徳
稲
荷
中
川
一
冊
（
八
代
集
合
刻
本
）

④
１
－
１
１
０
３
１
１
１
２
祐
徳
稲
荷
中
川
一
冊
（
八
代
集
合
刻
本
）

⑤
３
５
６
１
６
１
３
松
翠
文
庫
一
冊

三
、
承
応
版
の
特
徴
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と
無
縁
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
考
え
な
が
ら
前
の
版
種
一
覧
を
振
り
返
っ
て
み
る
と

承
応
版
に
目
が
と
ま
る
。
次
に
示
す
よ
う
に
こ
れ
に
は
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
か
ら

明
治
ま
で
二
百
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
版
元
・
刷
次
の
異
な
る
十
三
種
の
同
版
・

補
修
版
が
確
認
で
き
、
現
存
す
る
伝
本
も
非
常
に
多
い
か
ら
で
あ
る
。

○
「
承
応
甲
午
仲
春
吉
旦
」
と
あ
る

①
承
応
三
年
仲
夏
吉
辰
松
会
市
郎

②
承
応
三
年
仲
夏
吉
辰
中
野
太
郎

③
承
応
三
年
仲
夏
吉
辰
版
元
な
し

④
無
刊
年
梅
村
弥
右
衛
門

⑤
無
刊
年
中
川
茂
兵
衛

⑥
無
刊
年
伊
丹
屋
茂
兵
衛

⑦
無
刊
年
柏
原
屋
与
左
衛
門

⑦
無
刊
年
柏
原
屋
与
左
衛
門
水

⑧
無
刊
年
（
別
丁
刊
記
）
天
王
寺
三

⑨
無
刊
年
（
別
丁
刊
記
）
象
牙
屋
塗

⑩
無
刊
年
（
別
丁
刊
記
）
（
見
返
し
／

⑪
無
刊
年
（
別
丁
刊
記
）
（
見
返
Ｉ

治
》

⑫
無
刊
年
（
別
丁
刊
記
）
（
見
返
し
．

《
明
治
》

⑬
無
刊
年
（
別
丁
刊
記
）
（
見
返
し
／

」
と
あ
る
も
の

松
会
市
郎
兵
衛

中
野
太
郎
左
衛
門

（
見
返
し
／
改
正
古
仮
名
／
嵩
山
堂
）
和
漢
書
籍
発
見
所

天
王
寺
屋
一
郎
兵
衛
水
玉
堂
蔵
板
和
歌
連
俳
書
目
付

象
牙
屋
治
郎
兵
衛
ほ
か
五
書
騨

（
見
返
し
／
改
正
古
仮
名
／
文
渕
堂
）
敦
賀
屋
為
七

（
見
返
し
／
改
正
古
仮
名
／
明
玉
堂
）
岡
本
仙
助
《
明

（
見
返
し
／
改
正
古
仮
名
／
嵩
山
堂
）
和
漢
書
籍
出
版
所

水
玉
堂
蔵
板
和
歌
連
俳
書
目
付

新
古
今
集
の
流
布
版
本
と
し
て
は
今
ま
で
、
八
代
集
抄
本
・
正
保
四
年
版
本
を
二
大

代
表
本
文
と
す
る
の
が
定
説
で
あ
っ
た
。
校
訂
本
文
で
あ
る
が
旧
国
歌
大
観
も
正
保
四

年
版
本
を
も
と
に
し
て
い
る
。
し
か
し
実
際
は
承
応
版
に
は
こ
れ
ら
と
並
ぶ
勢
い
が
あ
っ

て
、
と
も
す
れ
ば
こ
れ
ら
よ
り
も
流
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

承
応
版
は
二
百
年
に
わ
た
る
流
通
の
過
程
で
修
補
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
、

は
じ
め
に
そ
の
特
徴
の
大
体
の
と
こ
ろ
を
記
し
て
展
開
を
追
っ
て
い
き
た
い
。

大
本
四
冊
（
ま
た
は
二
冊
）

仮
名
序
巻
首
に
お
く
十
二
行

本
文
毎
半
葉
八
首
一
行
書
き
詞
書
・
作
者
は
小
字
イ
本
注
記
あ
り

本
文
末
丁
に
巻
二
十
の
最
後
二
首
と
尾
題
「
新
古
今
和
歌
集
全
終
汽

《
明
治
》

’
松
會
版
（
バ
ー
ク
レ
ー
三
井
２
２
５
／
１
１
０
／
１
）

4－－－－－－－‐‐‘〆童酒

刊
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る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
真
名
序
末
と
同
丁
に
子
持
ち
枠
木
記
中
「
承
応
甲
午
仲
春
吉
旦

／
寺
町
誓
願
寺
前
／
西
村
又
左
衛
門
新
板
」
と
あ
る
。
一
方
前
に
示
し
た
よ
う
に
『
新

古
今
集
』
承
応
版
の
刊
記
は
巻
二
十
の
末
二
首
と
尾
題
「
新
古
今
和
歌
集
全
終
」
と
同

丁
に
刷
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
真
名
序
末
と
同
丁
に
刷
ら
れ
た
『
古
今
集
』
と
の
綴
じ
違

承
応
甲
午
仲
春
吉
旦
／
寺
町
誓
願
寺
前
／
西
村
又
左
衛
門
新
板

の
刊
記
を
も
つ
三
冊
本
（
一
冊
欠
）
の
存
在
を
報
告
さ
れ
て
い
る
。
上
野
洋
三
氏
も
同

（
注
４
）

刊
記
の
『
新
古
今
集
』
大
二
冊
の
存
在
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
ん

な
本
な
の
だ
ろ
う
か
。

調
べ
て
い
く
う
ち
こ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
刊
記
を
も
つ
『
古
今
集
』
大
本
二
冊
が
あ

（
一
）
承
応
三
年
仲
春
と
仲
夏

前
の
承
応
版
の
分
類
で
、
最
初
に
「
○
承
応
甲
午
仲
春
吉
旦
と
あ
る
も
の
」
と
番
号

を
付
け
ず
に
載
せ
た
も
の
が
あ
る
。
管
見
に
は
い
っ
た
中
で
刊
年
の
記
さ
れ
て
い
る
の

は
次
の
三
つ
、

①
承
応
三
年
仲
夏
吉
辰
松
会
市
郎
兵
衛

②
承
応
三
年
仲
夏
吉
辰
中
野
太
郎
左
衛
門

③
承
応
三
年
仲
夏
吉
辰
版
元
な
し

い
ず
れ
も
「
承
応
三
歳
仲
夏
吉
辰
」
と
あ
る
。
後
藤
氏
は
こ
れ
に
三
ヶ
月
先
立
つ
、

歌
数
一
九
七
七
首

記
が
一
緒
に
刷
ら
れ
て
い
る
。

真
名
序
巻
末
に
お
く
十
二
行

最
終
行
「
〔
空
格
〕
暦
乙
丑
モ
春
三
月
云
示
」
の
み
別
丁

え
は
考
え
ら
れ
な
い
。
が
、
両
者
が
ま
る
で
無
関
係
と
も
思
え
な
い
。
と
い
う
の
は
現

存
す
る
承
応
版
の
中
で
は
早
い
時
期
に
刷
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
松
會
版
に
す
で
に
修

補
を
疑
わ
せ
る
箇
所
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

松
會
版
は
題
篭
に
「
新
板
新
古
今
和
歌
（
野
）
集
上
（
下
）
之
一
（
二
）
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
四
冊
仕
立
て
で
発
行
さ
れ
た
ら
し
い
。
仮
名
序
四
丁
と
本
文
の
巻
第
一

か
ら
五
ま
で
を
第
一
冊
、
巻
第
六
か
ら
十
ま
で
を
第
二
冊
、
巻
第
十
一
か
ら
十
五
ま
で

を
第
三
冊
、
巻
第
十
六
か
ら
二
十
と
真
名
序
三
丁
を
第
四
冊
と
し
て
い
る
。
版
心
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

（
仮
名
序
）
新
古
今
和
歌
集
序
一
（
～
四
）
＊
二
丁
め
「
集
」
の
字
な
し

松
會
版
（
バ
ー
ク
レ
ー
三
井
２
２
５
／
１
１
０
／
１
）

万
斗
鶏
拭
何
蛎
汎
型
巡
皇
帝
臭
賎
榊
式
飼
布

瀞
牛
二
徹
将
朝
永
聡
鼎
碓
之
椴
集
炎
吏
弾
天

下
毫
郊
人
幸
躯
砿
洲
迩
ｔ
過
違
典
爪
渦
私
仙
綱

曇
塞
何
皇
脚
術
潮
風
端
Ｉ
毫
洪
か
微
些
ｆ
＃
ん
久
冬

歳
点
険
波
紳
棚
怠
俄
拶
ｔ
迩
爪
森
抜
希
不
備
垂

上
Ｆ

垂

認
播
麺
融
郷
＃

。
ｒ
琴
９

６
『
合

礼
い
↑

Ｊ

マ
●
○
哩
唖
Ｊ

ｂ
ｏ
、
二
・
震
、
‐
“

●
凸
争
－

４
▼
粍
恥
可

雄

１１

Ｊ

ザ
ｅ
Ｕ
Ｑ
■
騨
思
ａ
ｄ
Ｕ

熱

鯛 醐
騨磯

舛剛毒
、

冬
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（
二
）
版
木
の
摩
耗

長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
印
刷
が
繰
り
返
さ
れ
た
承
応
版
で
は
、
版
木
の
痛
み
か
ら
何

度
か
修
補
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
仮
名
序
の
二
丁
め
を
例
に
と
っ
て
、
「
③
承
応

三
年
仲
夏
吉
辰
版
元
な
し
」
「
④
無
刊
年
梅
村
弥
右
衛
門
」
「
⑦
無
刊
年
柏
原
屋

与
左
衛
門
」
の
三
版
を
比
べ
て
み
た
い
。

＊
最
終
三
丁
め
は
「
新
古
今
和
歌
集
巻
三
」

三
丁
め
に
は
「
〔
空
格
〕
暦
乙
丑
モ
春
三
月
云
が
」
の
一
行
の
み
が
刷
ら
れ
て
い
る
が
、

字
体
が
明
ら
か
に
前
丁
と
異
な
っ
て
い
る
。
版
心
と
併
せ
て
み
て
も
こ
の
丁
は
初
版
当

時
の
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
先
の
『
古
今
集
』
の
よ
う
に
真
名
序
の

末
と
同
丁
に
刊
記
が
刷
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
で
て
く
る
。

ま
た
現
存
の
承
応
版
で
は
故
意
に
改
装
し
た
場
合
は
別
と
し
て
、
初
期
に
刷
ら
れ
た

も
の
の
多
く
が
仮
名
序
↓
本
文
（
末
に
刊
記
）
↓
真
名
序
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
し

か
し
刊
記
の
位
置
に
は
違
和
感
が
あ
り
、
こ
の
配
列
に
は
再
考
の
余
地
が
あ
り
そ
う
で

あ
る
。
実
際
、
真
名
序
の
末
葉
が
落
ち
た
伝
本
は
少
な
く
な
い
し
、
調
べ
て
い
く
と

「
⑥
無
刊
年
伊
丹
屋
茂
兵
術
」
版
を
境
に
体
裁
を
変
え
て
真
名
序
↓
仮
名
序
↓
本
文

の
順
で
仕
立
て
直
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
真
名
序
）

（
本
文
）

新
古
今
和
歌
集

新
古
今
和
歌
集

新
古
今
和
歌
集

新
古
今
和
歌
集

新
古
今
和
歌
集

巻
一
一

巻
二
一

巻
三
一

巻
四
一

序
一
ノ
ー

（
～
三
十
五
終
）

（
～
廿
九
終
）

（
～
廿
九
終
）

（
～
三
十
六
終
）

（
一
一
）

、、

承
応
三
年
仲
夏
吉
辰
版
元
な
し
（
後
藤
重
郎
コ
ー
／
２
６
／
２
）

I
；

皇の：

；
､、

恥
那
剛
油
唯
暇
唖
跨
卿
酔
い
恥
州
恥
岬
叫
悔
い
胎
孵
祁
廊
Ｍ
眠
睦
叶
畔
”
吟
Ⅲ
必
ｍ
幅
郷
岬
岼
心
抵
胤
包
琴
側
“
恥
一
§

蕊
砥
〃
１
“
川
午
澁
偲
の
冬
妖
い
ｔ
丸
〃
誘
恥
峯
附
ヅ
駅
ノ
人
の
Ｌ
ｆ
勿
郷

｜

満
が
り
測
認
汝
脚
の
今
仇
て
り
へ
総
澤
ｈ
Ｊ
深
く
の
ｌ
ふ
江

序
ニ

梅
村
弥
右
術
門
（
三
原
２
２
２
／
８
９
／
１
）

１
…
欝
一

仰の

ゼ
ミ

琴，
錘；

一一
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「
④
無
刊
年
梅
村
弥
右
衛
門
」
版
で
は
版
心
が
な
く
な
り
の
ど
丁
付
に
変
わ
っ
て

い
る
の
が
わ
か
る
。
承
応
版
で
は
「
承
応
三
歳
仲
夏
吉
辰
」
の
刊
年
が
な
く
な
る
の
と

同
じ
く
し
て
版
心
が
な
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
大
き
な
修
補
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

続
い
て
「
⑦
無
刊
年
柏
原
屋
与
左
衛
門
」
版
を
み
る
と
、
下
辺
の
匡
郭
の
不
具
合

や
行
間
の
詰
ま
り
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
中
央
の
五
行
は
入
れ
木
で
あ
る
。
誤
脱
に

よ
る
修
正
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
り
何
ら
か
の
理
由
で
版
木
が
損
傷
し
た
た
め
か
。

ま
た
多
く
の
版
本
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
承
応
版
で
も
刊
記
は
入
れ
木
を
重
ね
て
い

る
。
最
初
に
あ
げ
た
松
會
版
の
刊
記
を
み
て
も
す
で
に
尾
題
の
「
全
終
」
の
字
体
が
全

体
と
不
調
和
な
感
じ
が
す
る
。
「
⑤
無
刊
年
中
川
茂
兵
衛
」
「
⑥
無
刊
年
伊
丹
屋
茂

兵
衛
」
版
の
刊
記
を
み
て
み
よ
う
。

凸
■
Ｇ
‐
■
Ｐ

柏
原
屋
与
左
衛
門
（
国
文
研
夕
２
／
２
４
７
／
１
～
２
）

I

ー

1

､好一

。
坦
帆
財
も
み
為
‐
“
“
．

①
Ｌ
Ｂ
ｎ
ｑ

■
合
■
〃
。

■
■
二
■
■
Ｄ

、
凸

伊
丹
屋
版
（
今
治
市
河
野
美
７
３
／
３
０
２
／
３
）

中
川
版
（
名
古
屋
鶴
舞
図
８
９
／
１
７
１
／
８
）

ｗ
『
鋪
》
‐
・

唖
‐
釦
吋
剖
涛
凪
泌
鐸
〈
嘩
歴
置
堪
暦

、劇画

;リ

166



後
者
は
尾
題
か
ら
「
全
終
」
を
削
り
、
「
茂
兵
衛
板
行
」
を
い
か
し
て
前
行
に
「
大
坂

心
斎
橋
筋
伊
丹
屋
」
を
埋
め
木
し
た
。
本
来
な
ら
「
伊
丹
屋
茂
兵
衛
」
と
あ
る
べ
き
と

こ
ろ
、
版
元
の
手
間
を
少
し
で
も
省
く
仕
業
と
い
え
る
。

８
１
９巻

第
十
五

深
養
父

１
４
０
３
う
れ
し
く
は
忘
る
堅
事
も
有
な
ま
し
っ
ら
き
ぞ
な
が
き
形
見
な
り
け
る

８
１
８

８
１
７

（
三
）
正
徳
版
と
の
関
係

承
応
版
は
大
本
二
十
一
代
集
版
か
ら
次
の
四
首
を
欠
い
て
い
る
。

巻
第
八

上
東
門
院
小
少
将
身
ま
か
り
て
後
、
つ
ね
に
う
ち
と
け
て
か
き
か
は

し
け
る
ふ
み
の
も
の
畠
な
か
に
侍
け
る
を
見
い
で
出
、
加
賀
少
納
言

が
許
に
っ
か
は
し
け
る
紫
式
部

誰
が
世
に
な
が
ら
へ
て
み
む
か
き
と
め
し
跡
は
消
せ
ぬ
形
み
な
れ
ど
も

返
し

加
賀
少
納
言

な
き
人
を
忍
ぶ
る
こ
と
も
い
つ
迄
ぞ
け
ふ
の
あ
は
れ
は
あ
す
の
我
身
を

僧
正
明
尊
か
く
れ
て
後
久
し
く
な
り
て
、
房
な
ど
も
い
は
く
ら
に
と

り
わ
た
し
て
、
草
お
ひ
し
げ
り
て
こ
と
ざ
ま
に
な
り
に
け
る
を
み
て

律
師
慶
暹

な
き
人
の
跡
を
だ
に
と
て
き
て
み
れ
ば
あ
ら
ぬ
さ
と
に
も
成
に
け
る
哉

こ
れ
に
は
前
述
し
た
承
応
版
の
真
名
序
の
最
終
行
が
影
響
し
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。

正
徳
版
が
承
応
版
を
も
と
に
起
こ
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
広
義
で
の
覆

刻
と
言
っ
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
承
応
版
の
流
布
の
跡
は
こ
う
い
っ
た
形
で
も

う
か
が
え
る
。

こ
の
四
首
が
抜
け
落
ち
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
諸
版
の
和
歌
の
異
同
を
み
て
み

る
と
、
同
じ
よ
う
に
巻
第
八
の
三
首
を
欠
く
も
の
に
唯
一
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
版

（
注
５
）

が
あ
る
。
承
応
版
と
正
徳
版
の
あ
い
だ
に
は
ほ
か
に
も
共
通
点
が
あ
る
。
例
え
ば
、
巻

首
に
配
さ
れ
た
仮
名
序
は
十
二
行
書
き
で
二
丁
目
以
降
は
丁
送
り
ま
で
一
致
し
て
い
る
。

ま
た
本
文
は
行
数
こ
そ
異
な
る
が
字
体
が
非
常
に
似
て
い
る
。
さ
ら
に
正
徳
版
の
真
名

序
の
末
二
行
は
次
の
よ
う
に
字
配
り
が
不
自
然
で
あ
る
。

趣
不
在
弦
乎
干
時
聖
〔
空
格
〕

〔
空
格
〕
暦
乙
丑
モ
春
三
月
云
示

正
徳
版
（
今
治
市
河
野
美
７
３
／
３
０
２
／
４
）
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以
上
三
点
気
が
つ
い
た
と
こ
ろ
か
ら
承
応
版
の
特
徴
を
書
い
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
を

比
べ
た
結
果
わ
か
っ
て
き
た
前
後
関
係
を
整
理
し
た
も
の
が
最
後
に
の
せ
る
図
で
あ
る
。

二
百
年
に
わ
た
る
承
応
版
の
展
開
が
少
し
み
え
て
く
る
よ
う
に
思
う
。

こ
れ
に
は
（
イ
）
尾
題
（
口
）
刊
記
・
別
丁
刊
記
（
ハ
）
版
心
（
二
）
見
返
し
（
ホ
）

蔵
版
書
目
の
有
無
を
記
し
、
入
れ
木
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
［
］
で
括
っ
た
。
点
線
部

分
と
矢
印
の
な
い
箇
所
は
判
断
を
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
は
保
留
と
し
原
本
に
あ
た
っ

て
の
詳
細
な
調
査
の
機
会
を
俟
ち
た
い
。
ま
た
今
後
新
し
い
種
類
の
承
応
版
が
出
て
く

る
可
能
性
も
高
い
と
考
え
て
い
る
。

『
新
古
今
集
』
に
は
『
古
今
集
』
に
先
立
っ
て
慶
長
元
和
年
中
に
つ
く
ら
れ
た
と
さ

れ
る
古
活
字
版
甲
種
が
残
っ
て
い
る
。
川
瀬
一
馬
氏
『
増
補
古
活
字
版
の
研
究
』
に
は
、

高
木
文
庫
蔵
、
安
田
文
庫
蔵
零
本
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
の
三
本
が
報
告
さ
れ
て
い
る

（
注
４
）
『
元
禄
和
歌
史
の
基
礎
構
築
』
（
付
近
世
歌
書
刊
行
年
表
）
岩
波
書
店
二
○
○
三
年

十
月
七
日

（
注
５
）
正
徳
版
は
巻
十
五
１
４
０
３
、
さ
ら
に
巻
十
六
１
５
７
６
を
欠
き
、
総
歌
数
は
一

九
七
六
首
。
巻
十
五
１
４
０
３
は
寛
政
十
一
年
版
、
（
延
宝
二
年
刻
）
文
化
元
年
補

刻
版
、
（
寛
政
十
一
年
刻
）
文
政
五
年
補
刻
版
も
欠
い
て
い
る
。

む
す
び
に
か
え
て

四
、
承
応
版
の
展
開

が
、
残
念
な
こ
と
に
資
料
館
に
は
こ
の
甲
種
の
フ
ィ
ル
ム
が
な
い
。
そ
の
後
、
寛
永
頃

に
つ
く
ら
れ
た
の
が
整
版
の
基
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
古
活
字
版
乙
種
で
あ
る
。
こ
れ

は
伝
本
も
少
な
く
な
く
、
東
洋
文
庫
蔵
本
が
マ
イ
ク
ロ
資
料
に
あ
る
。
丹
念
に
調
べ
て

い
く
と
、
九
州
大
学
の
支
子
文
庫
蔵
の
一
冊
は
『
国
書
総
目
録
』
に
不
載
の
『
新
古
今

集
』
古
活
字
版
乙
種
の
端
本
と
わ
か
っ
た
。

ま
た
延
宝
二
年
版
は
、
文
化
元
年
版
の
刊
記
に
「
延
宝
二
甲
寅
年
暮
春
吉
日
／
文
化

紀
元
秋
九
月
補
刻
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
古
く
か
ら
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
。
後

藤
重
郎
氏
も
「
文
化
元
年
補
刻
板
に
よ
り
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
」
と
だ
け
書
か
れ
て

い
て
、
当
時
延
宝
二
年
版
は
み
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
資
料
館
に
は
延
宝
版
の

デ
ー
タ
が
二
点
あ
り
、
こ
れ
ら
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
化
元
年
版
は
補
刻
と
あ

る
も
実
際
は
精
巧
な
覆
刻
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
か

ら
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
ま
で
百
三
十
年
も
の
月
日
が
流
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た

だ
館
蔵
の
資
料
は
い
ず
れ
も
完
本
で
は
な
い
の
で
、
さ
ら
に
は
延
宝
二
年
版
と
し
て
唯

一
『
国
書
総
目
録
』
に
載
る
矢
野
玄
道
文
庫
蔵
本
に
あ
た
っ
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

古
典
籍
を
簡
単
に
手
に
と
れ
な
く
な
っ
た
昨
今
、
資
料
館
が
行
っ
て
い
る
網
羅
的
な

調
査
・
収
集
と
い
う
事
業
は
こ
の
よ
う
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
「
原
本
に
あ

た
る
」
と
い
う
学
問
の
鉄
則
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
研
究

の
幅
を
広
げ
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

【
付
記
】

資
料
の
利
用
に
あ
た
り
原
所
蔵
の
各
位
、
諸
機
関
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

な
お
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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又
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新
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更
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旬
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の
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芝
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笂
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